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Once a young man came to Jesus. “Teacher,” he asked, “what good thing must I do to receive eternal life?”


Jesus said to him, ”If you want to be perfect, go and sell all you have and give the money to the poor, and you will have riches in heaven; then come and follow me.” 


When the young man heard this, he went away sad, because he was very rich.   Jesus then said to his disciples,” It is much harder for a rich person to enter the Kingdom of God than for a camel to go through the eye of a needle.            


                                     [ MATTHEW 19 ]


有一个少年人来见耶稣,说:「夫子我该做什么善事才能得永生?」  耶稣说,「你愿意作完全人,可去变卖你所有的,分给穷人,就必有财宝在天上.」  那少年人听见这话,就忧忧愁愁地走了,因为他的产业很多.     耶稣对门人说:「我实在告诉你们,财主进天国是难的.我又告诉你们,骆驼穿过针的眼,比财主进神的国还容易呢!」                        ［ 马太福音 19 ］                                    


                            


                    


                              


                                 














子貢問政。  


子曰、足食、足兵、民信之矣。  


子貢曰、必不得已而去、於斯三者何去？   


曰、去兵。


曰、必不得已而去、於斯二者何去？    


曰、去食。自古皆有死、民無信不立。                


                     「論語・顔淵」 


子貢、政を問ふ。


子のたまわく、「食を足し、兵を足し、民を信ぜしめむ。」  子貢いわく、「必ずやむをえずせば、この三者において何をかのぞかむ？  


のたまわく、「兵をのぞかむ」   いわく「必ずやむをえずせば、この二者において何をかのぞかむ？」  


のたまわく「食をのぞかむ。いにしえより皆、死有り。民に信を無くせば、立たず」


      





 いつまでも


 あると思うな


    身と心


 信無きままに


 消ゆるは悲し





   科学と良心 science & conscience





  悲しいことではあるが、完全に善なる存在になるのは不可能である。食物連鎖の例を見ても、弱肉強食・自然淘汰の現実を見ても、明らかである。しかし、叡智を傾けて行動すれば、弱肉強食などが、利己主義の戯言に過ぎないことが実証できるかも知れない。良心の徒が真の科学を自覚し、研究精進すればの話である。


     (For a man of conscience 


             be of much science.)








  往々にして、無機的科学だけが一人歩きして、良心が埋没してしまいがちなのが、人類の歴史であった。


  釈迦や孔子、ソクラテス、キリストなどが、良心に従っての勇気ある生き方を実践してみせたのだが、やはり、焼け石に水となって、却って彼等の哲学・慈悲の教えが曲解悪用されて、今日の種々の悲惨な紛争の原因となっているのは、泣くにも泣けない悲しい事実である。真の天才である彼等ですら、無理なのだから、私達にはとても無理な話なのだろうか？ 恐竜は自然災害で消滅したと言われるが、人間は相互殺戮で消滅する道を歩んでいるのだろうか？                           


                              「益応」


。         


                                   「益応」          


                 


                                     


    





Itsumade mo


aru to omou na


Mi to kokoro


Shin-naki   


     mama ni


Kiyuru wa 


     kanashi
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First of all you have got to help yourself and then you will have God to help you. God helps those who help themselves.

「為仁由己」Not a long day but a good heart rids work.        「篤近挙遠、一視同仁」  Try to be in others’ skin.

 So many colored skins, the only red-colored blood.  「皮膚の色は異なっても、体内に流れるのは同じ温かい血です。」


